
‭ソリューション研究会ワークショップレポート‬

‭第4回「相手を動かすプレゼンテーション」‬
‭講師：日本マイクロソフト株式会社　業務執行役員 エバンジェリスト　西脇資哲氏‬

‭-‬‭事務局レポート‬

‭2024年7月30日‬
‭ソリューション研究会分科会メンバー様向けワークショップをオンライン開催いたしまし‬
‭た。‬
‭本ワークショップでは、プレゼンテーションの基本から応用までを顧客視点で行う方法に‬
‭ついて学びました。プレゼンテーションの質を高めるための具体的なテクニックや心構え‬
‭について詳しく解説され、2時間では足りないくらいの内容でした。‬
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‭・・・概略・・・‬

‭➔‬ ‭プレゼンテーションとは何なのか？‬
‭➔‬ ‭どうやって学ぶべきなのか？‬
‭➔‬ ‭プレゼンテーションは会話である‬
‭➔‬ ‭シナリオを考える上でのヒント‬
‭➔‬ ‭スライド作成におけるヒント‬
‭➔‬ ‭相手を巻き込む話し方‬
‭➔‬ ‭オンラインプレゼンテーション‬
‭➔‬ ‭オンラインでの品質を上げる‬
‭➔‬ ‭生成AIを使ったテクニック‬

‭参加者ご感想（抜粋）‬

‭●　全ての内容がためになった。今すぐ実践したい。‬

‭●　プレゼン勉強会というだけあって、講師の方の話し方、伝え方が上手く、飽‬
‭きずに様々なテクニックを学ぶことができた。‬

‭●　あっという間の２時間でしかも満足の内容でした。‬

‭●　目からうろこかつ、実践的。‬

‭●　プレゼンのテクニックが学びになったことはもちろんだが、講師の西脇さん‬
‭の講義は受講していて非常に快適だった。‬

‭●　分科会だけでなく、普段の業務でも役立てられるテクニックを学ぶことが出‬
‭来た。‬

‭すぐに使える、実践的というご意見を最も多く頂きました！‬

‭2024年度のソリューション研究会では、メンバー向けに業務ですぐに実践いた‬
‭だけるワークショップを4回開催いたしました。‬
‭　‬
‭開催済みのワークショップ‬

‭①「分科会の進め方」（プロジェクト進行）‬

‭②「ファシリテーション」‬

‭③「文章力強化」‬

‭④「プレゼンテーション」‬
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‭ソリューション研究会 活動に参加してみませんか‬

‭ソリューション研究会‬

‭「深い知見と実践力を身に付ける1年間の挑戦」‬

‭私たちは1年間を通じて共に成長し、課題解決に向けた知見を深める仲間を募集していま‬
‭す。‬
‭ソリューション研究会では、多彩な活動を通じて実践的なスキルを身に付け、異業種のメ‬
‭ンバーと交流しながら1年間一緒に成長していきます。‬

‭1. 知見の深化‬

‭年間を通じて様々な課題に取り組むことで、知識や理解が深まります。専門的な視点から‬
‭課題を分析し、解決策を模索することで、あなたの知見は確実に広がります。‬

‭2. 実践的なテクニックの習得‬

‭定期的に開催されるワークショップでは、実際の課題に取り組むための具体的なテクニッ‬
‭クを学べます。理論だけでなく、実際の場面で役立つスキルを習得できる絶好の機会で‬
‭す。‬

‭3. 異業種交流‬

‭交流会を通じて、異なる業界や職種のメンバーと意見交換ができます。多様なバックグラ‬
‭ウンドを持つメンバーとの交流は、新しい視点やアイデアを得る貴重な機会となるでしょ‬
‭う。‬
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https://www.ashisuto.co.jp/solution-studygroup/admission-guide/


‭4. 成果報告書作成‬

‭年間を通じて取り組んだ課題を深く掘り下げ、成果報告書としてまとめることで、分析力‬
‭やまとめる力が身に付きます。1つの課題をしっかりと取り組むことで、問題解決能力も‬
‭向上します。‬

‭5. 発表会でのスキル向上‬

‭最終的には発表会で成果を発表します。このプロセスを通じて、プロデュース力、アピー‬
‭ル力、そして表現力が養われます。自分の考えを効果的に伝える力を磨きましょう。‬

‭私たちと一緒に、次のステップへ進むための1年間を過ごしませんか？‬

‭～2025年度募集は、11月頃より～‬
‭あなたの参加を心よりお待ちしています！‬

‭お問い合わせ‬
‭株式会社アシスト　ソリューション研究会 事務局‬

‭sol_web＠ashisuto.co.jp‬
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